
議
会
の
動
き

知 事 を 囲 む

仙北市議の会
　

知
事
と
の
懇
談
会
に
お
い

て
仙
北
市
か
ら
の
要
望
は
、

○
緊
急
な
街
路
網
の
整
備

○
誘
客
対
策
に
必
要
な
観
光

地
整
備

○
仙
北
地
域
の
医
療
体
系

○
秋
田
内
陸
線
の
存
続

○
大
曲
養
護
学
校
分
教
室
を

旧
西
長
小
学
校
へ
誘
致

○
角
館
高
校
と
角
館
南
高
校

統
合
計
画

　

等
、
主
な
要
望
事
項
で
あ

る
。

　

知
事
か
ら
は
街
路
網
の
整

備
に
つ
い
て
、
市
の
施
行
事

業
に
つ
い
て
は
県
が
サ
ポ
ー

ト
で
き
る
。

　

県
立
公
園
で
あ
る
田
沢
湖

湖
岸
崩
落
防
止
工
事
は
、
平

成
23
年
で
完
成
す
る
。
現
在

の
進
捗
率
は
86
％
で
あ
る
。

　

医
療
体
系
の
整
備
は
県
全

体
の
課
題
で
あ
る
。
国
の
医

療
「
再
生
」
の
中
で
進
め
て

い
く
。

　

内
陸
線
の
存
続
に
つ
い
て

は
存
続
に
向
け
て
引
き
続
き

乗
車
運
動
を
進
め
な
が
ら
、

地
元
、
県
負
担
の
軽
減
を
図

る
た
め
国
の
地
域
再
生
特
定

財
源
を
活
用
し
、
進
め
る
。

　

大
曲
養
護
学
校
の
分
教
室

誘
致
は
、
改
修
費
と
ス
ク
ー

ル
バ
ス
の
課
題
が
あ
り
保
護

者
へ
の
配
慮
を
す
べ
き
と
考

え
て
い
る
。

　

高
校
の
統
合
は
今
後
の
生

徒
数
減
を
ふ
ま
え
、
角
館
南

高
校
へ
配
慮
し
な
が
ら
考
え

て
い
く
。

　

特
に
今
後
の
観
光
行
政
に

つ
い
て
、
県
と
市
と
観
光
協

会
が
人
事
も
含
め
機
能
合
体

し
進
め
て
い
く
。
こ
の
事
に

よ
り
お
客
様
に
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
で
き
る
こ
と
が
大
切
で

あ
る
と
の
考
え
が
示
さ
れ

た
。

　

仙
北
市
の
課
題
は
多
岐
に

わ
た
っ
て
い
る
が
今
後
と
も

知
事
を
囲
む
会
の
開
催
に
よ

り
、
よ
り
早
い
情
報
、
適
確

な
対
応
の
た
め
に
も
続
け
て

参
り
た
い
。

知
事
の
一
丁
目
一
番
地

政
策

身
近
な
緊
急
な
課

題
か
ら
ス
タ
ー
ト

　

仙
北
市
が
発
足
し
て
３
年

半
が
経
過
し
た
現
在
、
合
併

前
か
ら
の
課
題
、
合
併
後
に

顕
在
化
し
た
課
題
等
に
加

え
、
国
内
外
に
お
け
る
社
会

経
済
の
急
激
な
変
化
は
、
地

方
自
治
体
を
も
巻
き
込
み
私

達
が
い
ま
ま
で
経
験
し
た
こ

と
の
な
い
厳
し
い
行
政
運
営

を
迫
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
こ

と
は
、
と
り
も
な
を
さ
ず
議

会
を
取
り
巻
く
環
境
も
大
き

く
変
化
し
て
き
た
こ
と
を
、

意
味
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、

合
併
以
来
定
数
24
人
制
を

と
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る

が
、
当
議
会
の
各
会
派
（
五

会
派
）
の
代
表
者
会
議
の
協

議
の
結
果
、
２
議
席
減
の
22

人
と
な
り
、
今
定
例
議
会
に

議
員
提
出
議
案
と
し
て
提
出

し
条
例
の
制
定
を
可
と
し
た

も
の
で
あ
る
。

　

ち
な
み
に
県
内
の
類
似

（
市
）
の
状
況
は
次
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
。
◎
に
か
ほ

市
、
人
口
２
８
，
９
２
１
人
、

定
数
20
人
◎
潟
上
市
、
人
口

３
５
，
６
０
３
人
、
定
数
22

人
◎
大
仙
市
、
人
口
９
２
，

８
５
３
人
、
定
数
30
人
と

な
っ
て
い
る
。

知事を囲む会へ出席する佐竹知事

４月の改選時から２名減となる

議
会
議
員
の
定
数
を
２
減
の
22
と
す
る
条
例
案
可
決

（
平
成
22
年
４
月
改
選
か
ら
適
用
）
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